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花期モ遲ク時 二八 月頃開花シテ斗ルノヲ見受ケル 0 ケ レドモンレダケデノ 、さはを ぐる まハ 
を かを く•'るまノ生態的一形=過ギナイト斷定サレ テシマツ テモ仕方ガナイシ、又以上ノ性質 
ガ明カデナイ形ノモノモアル。併シ雨者ヲ區別ス，レモウーツノ差異ハ、をかぐるまノ瘦果ハ 
常 二有 毛デアルノ = 、さはを く、、るまデハ全ク無毛ナ事デアル0瘦果ノ性質ガ重視サレル菊科 
デ.ハコ レ ハ可成リノ違ヒ.卜認メテヨイデアラウ。 さはを ぐるまヲを: かを ぐる l[Senecio ' inte - 
grifolia ( L .) Clairville ) ノ變種トスルカ別種トスルカハ人；ヨリ意見モ異ルデアラウガ、 
兎=角雨者ガ同ーデナイ事ヲ讀者二御知ラセスル。別種トスレバ學名ハ Senecio Pierotii 
Miquel ヲ採用スレパヨイト思フ。尙をかをぐるまモ隨分形ガ變リ、殊二冠毛ノ長サハ時 
期 ニ モヨルガ可成リ違フモノガアル。 （原 寬） 

話ノ種(學名ヲ數へ夕話） 

日本產植物殆ンド全部ガ載ツテ居ルト云フ牧野•根本兩氏著日本植物總覽ハ日頃我等植物 
仲間ノ机上ニハ無クテカナワヌ本ノーツトナツテ居ル事ハ此處二更メテ申ス迄モ無イ事デ 
アル。サテ私ハ或ル日ツレグレナル儘下宿ノ 3階二寢コロンデペラべラトコノ本（第2版） 
ノ頁ヲメクツテ居タノデアル。所ガ種名ヤ變種名ヲ見テ行クト japonicus トカ formosanus 
等卜云フ樣ナノガ非常二頻繁二出テ來ル。コレハー寸數へテ見タラドンナモノダラウト、ソ 
コノ、ソレ持前ノ統計まにや卜來テ居ル、退屈ナ時間（精神的失業時トデモ申シマセウ）ヲ見 
ノ、カラツテ數へ上ゲテ見ルト次ノ樣ナ事ニナツタ。アマリ大シタ事デモナイガ少シバカリ 
紙面ヲ拜借スル事=シタ〇尤モ正確サニハ相當自信ガアルノデ、若シオ疑ヒノ方ハー寸敷へ 
直シテ見テ下サイ0御承知ノ樣=種名ニナツタ形容詞ハソノ屬名ノ性二從ツテ男、女、中ノ 
何レカノ性二語尾ガ變化シテ居ルガ此處デハ全部男性語尾=直ホジタ。 

1) 先ダ第ーニ總數9,200幾ツト云フ種名二用ヒラレタ單語ハ4262通リデアツテ、 
ソノ中3111ノ、唯一囘宛シカ現ハレナイ。2囘ノモノハグツト減ツテ472, 3囘ノハ200通リ 
卜云フ具合 0 最モ多ク出現スルノハ japonicus (日本ノ）'デ299囘、ツマリ100種ノ植物ヲ 
扱フト3種ハ japonicus 卜云フ名ガ付イテ居ル勘定ニナリ、サスガノ、日本ダト感心スル、 
次二 S 0 囘以上現レル語ヲ擧ゲル■卜次ノ.通！）： formosanus ( 臺灣ノ）197, nipponicus (日 
本ノ ） 74: chinensis (支那產ノ ） 68; Kawakamii UH 上氏ノ ） 46: arisanensis (阿里山 
■二產スル）42; indicus ( インドノ）40; boninensis (小笠原島產ノ ） 35: Tashiroi ( 田 
代氏ノ〕33; vulgaris (普通/) 33; Fauriei (7 オーリー氏ノ ） 32 ; liukiuensis (琉球 
產ノ ） 31 ; kiusianus (九州 ノ ） 30 〇 

2) 種名ノ、大抵形容詞デ造ラレルガ、時ニョルト古イ屬名ヤソノ植物ノラテン名、ギリ 
シヤ名又ハ各地ノ 土名ヲソノマ、又ハ少シ變へテ使フ事ガアル。コンナノデノ、同ジモノガ 
ソウザラニ出テ來 ル事ノ 、ナイ、セイゼイ2囘位デ、アル。コレガ387通リデ399囘現 ハレル0 
數デハ全體ノ僅力4分ニシカ當ラナイ。 

3) 人ノ名前ノ語尾ヲ細エシテ種名トスル事ハ非常二屢々行ハレルモノデアツテ全數ノ1 
害 IJ 5分ヲ占メテ居パ （652 通リ 1417囘）〇ソノ中- ii 又ハ i ， 或ハ -e ( a デ終ル時）ヲ付 
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(遺ツタ ） 20; alpimis (高山ノ ） 19 ; glauous (灰青色 ノ ） 19 ; speciosus (美シイ ） 18; 
orientalis (東ノ、）17; minor (ヨリ小サイ）16; tomentosus (綿毛力'密二生エタ）16; 
viillosus (長イ軟毛 ノ生エタ）16 ; maritimus ; (海岸 ノ ） 15 ; umbellatus (■形 ノ ） 15; 
niger (黑イ ）14; odoratus (香アル）14; palmatus (掌狀ノ ） 14; spicatus (穗狀ノ） 
14 ; elegans (優美 ナ ） 13 ; lanceolatus (披 針形ノ ） 13 ; pilosus ( 笔ノ 多イ ） 13 ; 
raeemosus (總狀ノ）13; scandens C ョヂ上ル])13 ; bicolor (2 色ノ )12; ellipticus 
ぐ楕圓形ノ ） 12; hirsntus (粗イ長毛ノ生エタ）12; humilis (低イ ） 1泣； major (ヨリ大キナ）、 
12; procumbens (撗ニタホレタ ） 12; pumilis (低 クテ小 サイ）12 ; ruber (赤 イ）12 ; 
alatus (翼 ノアル）11; insularis (島二 生 エル）11; scaber (ザラザラジタ）11; tinctorius^ 
(染 物用 ノ ） 11; vertidllatus (輪生 ノ ) 11; acuminatus (銳ク 尖ツタ ） 10; annuus (一 
年生 ノ ） 10; coccineus (眞赤ナ ） 10 ; commuftis 1 (普通ノ ）ゞ10 ; cri 郎 tis (チヂ v 夕） 10Y 
glomeratus (集ツテタマニナツタ ） 10 ; gracillimus (最モ細長イ ） 10 ; hirtus (短4剛毛 
ノ 生 エタ)10 ; Mteraxedius (中間形ノ）10 ; micranthus (小花 ノ）10; retiqulatus (網 
狀ノ ） 10 ; serraths (銀齒 ノア ル）10 ; viridis ，(綠 色ノ >: 10. 

9) .今度ハ少シ趣ヲ變へテ同ジ接頭語デ、5通リ以上ノ種名ヲ持グモノダ多并者順 二 並ベ¬ 
ル 卜次ノ樣ニナル。但シ a-，con-,, de-, di-, dis-，e-，ex-, in-, ob-, re-, vari- 等;ズ儀二.非 
常二密ニツイタモノ ノ、接頭語トシテ考へナカツタ& sub- 下、稍68通リ (78 囘）以下之〒 
ナラウ： pseudo '顧48 (53); tri- 3 41 (90) ; longi- 長 35(66); bi- 2 26 (50) 5 ： macro- 
大 21(44); n#ro •為興(叫ひ po]y- 多 18(31) ; brevi - 短 17 (23) ; steno- 狹15:は 4) ; 
hypo - 下13 (lS ) ; tetrtii ■薄、細12 (42) ; parv 卜小 12(39) ; brachy- 短 12(13) ; 

多 11 ( 含 2) ; 01 igo- 少 11 (16); teira- 4 ‘li ,{16) ;10 nge- 長ク 10 (11); quadri- 4 9(10) ; 
gracilis 細長ィ 8 (34) ; lepto- 薄 8 (19) ; uni- 1 8(17) ; platy- 廣 8(15) ; acuti “ 尖 8 
(14); lasioV 粗毛祗 13),; 如 io- ナメラカ 8(13); erib- 軟毛 8 (11) ; ptero 翼 8(9) ; holo- 
全 8 ⑻;ン eras 的-太 7(13); tricho- 毛 7 (11) ; aibo •.白 7(9); fili- 絲 7 (9) ; pachy- 太 
7(9); semi- 半 7 (8) ; mono ， 單 7 (8); leuco- 白 7(7); grandi- 大 6(32) ; penta- 5 6 
(19) ; integri- 全緣 6(17) ; laeyi- ナメラカ 6(16) ;； erythro- 赤 6 (9) ; adenor 腺 6(6); 
chamse - 小形 6 (6) ; dolicho- 長 6 (6) ; gymno , 裸 6(6) ; bonin: 小笠原 5 (48) ; angu- 
sti- 狹 5(23) ; hetero- 異 5 (19) ； pauci- 少 5 (19) ; purpm*- 紫 5(19) ; viridi- 綠 5 (1 令 ); 
trans- 越ニテ 5(16); rotundi- 圓 5(15)：; atro- 黑 5(10); nudi- 裸 5(10); pr 汜-_常 
二 5(8) ; flavl- 黃 5 (7) ; crypto- カクレタ 5(5) ; lepido- 鱗片 5(5) ; qu 明卜恰乇5(5；). 

10) 今度ハ變種名ヲア.ダマ‘テ見ル0總數1 2 〇9通リ； 275 闯デ、、1囘诞リノ-モノ.汨〇通リ、 

2囘ノ、139通リ。又例 ニ ヨリ10间以上ノモ/ヲ擧ゲル：ガ種名ノ場合卜聊力顏フらレガ變 H 
居ルノ ニ氣ガツク： typicus (標準型ノ ） 77; japonicus (日本ノ;) 54; genuimis ( ホン 
トウノ）34; formosanus (臺灣ノ）29; albiflorus (白花ノ ） 28; angus^afolius (狹葉ど;） 

27; latifolius (廣葉ノ ） 26 ; pubescens (軟カイ’細イ毛ガ密二生^*-夕 ） 25,; intermedius 
(中間形ノ） 2Q デャ a: 报 g 錐 s 乂斑人リノ）20 ; minor (ヨ 々小サイ;)16 ; 列 Jgara (普通,X 
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16; microphyllus (/ j ヽ葉ノ ) 15 ; nipponicus (日本ノ ) 15 ; sachalinensis (棒太產ノ ) 14 ; 
tomentosus (綿毛 ガ密二生エタ）14; purpurascens (紫色ガカツ..夕 ） 12;110 rtensis (庭 
二生;^ ル）. 11.， leucanthus ■(白色 ノ ） 11 ; Maximowiczii (マキシ モウイツチ氏ノ ） 10 ; 
nanus (矮小ナ ）10. 

以上ノ結論卜云フ程デモナイガ、種名ヤ變種名ノ意味プ覺ュル最モ要領ノョイ近道トシ 
テ先グ今囘揭ゲタ若干ノ單語ヲ記憶スル事ヲオ獎 メス ル。コレ ダケ デモ旣二「總覽」二現 
ハレル種名ノ1/4强ヲ征服シタ事ニナル。次二:接頭語ヲヤツテアト少シ頑張ルトヂキニ半 
分位ハ我物トスル事ガ出來ル0種名用ラテン語ヲ覺ヱル事ハ案外趣味ノアルモノデ有用サ 
二 至ツ テノ、測リ知レ ナイ モノガ アル。 アマチュア ノ 方々ニモオススメ シタイ 所以 デ、アル。 


(伊藤 洋） 


〇榛名山二産スルニ三ノ植物ニツイテ 

上州榛名山ノ 植物ニッィテ 昨年カラ硏究中ノ所二三ノ事實ヲ知リ得 タノ デ、誌上ノ餘白ヲ 
借リ テソレ等ヲ ーマグ報吿スル コトトシタ。 種々 卜御 指導下 サツ タ本田博士 二 誌上 ヲモツ 
テ厚ク御禮申シ上ゲマス。尙新種植物ニツイテハ旣二本田博士ガ本誌第 i -一卷第八號二發 
表 サレ テ居 ルカ 乏併セテ御覽下 サイ。 


1,おほく ぼしだ {Micropolypodium Okuboi Hayata ) 榛名山二產ス 


本種/產地北限ハ長ィ間箱根山卜思ッテ 
居タト コロ、 昨年六月二十四日榛名山ノー 
峰二登山中數株ヲ見、更=十月十四日ニノ、 
他ノー 峰ニテ相當ノ數量ヲ實見シ再度採集 
スル.コトガ出來夕。ョッテ記シテ產地限界 
北進ヲ御知ラセスル次第デアル。或ハ今後 
上州邊ノ諸地二於テモ逐次本種ガ發見サレ 
ル ノデハ アルマ イカ？ 諸賢ノ御探索ヲ御 
願 ヒス ル。 

寫眞ハ實物ノ倍大近ク大キク寫シテア 
ルガ、實際生育シテヰルモノハ株徑 40 m . m . 
ヲ出デナイ0 



おほくぼし允操名山 Bg . 9. 6. 24. (なかむら） 


2. たかはらのがりやす (Calamagrostis scaberrirna Hokda ) 第二/產地 
本種ハ昭和六年十月十八日關本平八氏ガ野州鹽谷郡高原山ノ中腹二於テ初メテ採集シ、本 
田博士ニョツテ上記ノ如ク命名 サレ、 本誌第九卷第一號二於テ發表サ レタ モノ，デ■アルガ、余 
ノ採品中 ニモ 本種ガ アツタ 0 採集場處ハ榛名湖畔/草原デ アル。 本田博士ノ御話ニヨツテ本 


種ノ第ニノ 產地デ アルコ トガ知 レタ。 

3. あづまつめくさ (TUlaea aquatica L .) 榛名湖畔二產ス 

關東平野ノ田間濕處ニノ、アマリ珍ラシクナイ草本デアルガ、コンナ山上ノ湖畔 (1080 m .) 
ニアルトハ面白イト思ッタノデ、本種ノ和名ノ命名者デ、アル牧野富太郞先生二東京植物同好 
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